
水と緑と花のまち 昭和51年 1月15日 No.778 

交通事故相談日

1月27日(火〉

市役所市民相談室

10時~ 15時
なるべく事故に関係の

書類を己持参下さい

市政だより
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堂々の行進をする消防車

事震の生命と潜還を守るため

備えあれば

恒例の消防出初め式が1月8白市民会館で、来賓、

各関係者出席のもと、 消防団久田繁太郎団長以下 687

人、消防署橋本喜一署長外46人が集り、功労者などの

表彰式が挙行されま した。

引続き寒風吹きすさぶ中で、消防車による市中行進

と消防団員の徒歩行進が繰りひろげられ、消防署前通

りでは、足音も高らかに堂々の分列行進が行われ、ま

た大上戸川金丸橋付近で勇壮な放水訓練をして出初め

式を終了しました。

消防団は、春 ・秋の火災予防週間、並びに雨季をひ

かえての水防訓練、歳末警戒など、市民の生命と財産

を守るため日夜努力をしています。

~・-..・^'喝副島《ザ司・""ザ唱-‘・"'"‘・ーへv喝・ー へ，司・ーv司・ー角~‘・・・

消防出初め式
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消防署・消防団
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毎月 1日・15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長立石直衛印刷所/隆文社印刷所
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(2) 

源
泉
還
付
の
申
告
は

り

お
早
目
に
ど
う
ぞ

おおむ

所
得
税
の
確
定
申
告
は
二
月
十

六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す

が、

源
泉
徴
収
に
よ
り
納
め
過
ぎ

た
税
金
の
還
付
を
受
け
る
手
続
き

は
、
一
月
か
ら
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

三
月
に
な
り
ま
す
と
、
税
金
を

納
め
る
人
の
確
定
申
告
時
期
と
か

さ
な
り
還
付
が
お
そ
く
な
り
ま
す

一一
月
中
旬
ど
ろ
ま
で
に
提
出
さ

市政だより

元 若
，1気者
L 、lこ
っ負
r;I け
いじ
のと
お
年
寄

れ
ま
す
と
、
記
載
事
項
に
誤
り
が

な
い
か
ぎ
り
直
ち
に
お
返
し
で
き

る
よ
う
税
務
署
で
準
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

。
源
泉
還
付
申
告
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
人

1
・
給
与
、
年
金
、
手
当
、
退
職

金
等
を
受
け
ら
れ
た
人
で
、
災

害
や
探
難
に
あ
い
、
ま
た
は
治

療
費
や
寄
付
金
の
支
払
に
よ
り

よ

い
お
正

月

を

と

暮
れ
も
せ
ま
っ
た
十
二
月
二
十

一
日
玖
島
青
年
団

(
浦
口

一
行
団

長
外
二
十
四
人
)
で
は
、

清
和
園

の
お
年
寄
に
よ
い
お
正
月
を
迎
え

て
も
ら
お
う
と
、
も
ち
つ
き
の
慰

問
を
し
ま
し
た
。

当
日
は
風
と
小
雨
ま
じ
り
の
天

候
で
し
た
が
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の

税
金
が
少
な
く
な
る
人

2
・
株
式
の
配
当
、
外
交
員
の
報

酬
、
集
金
手
数
料
等
の
収
入
が

あ
る
人
で
、
そ
れ
以
外
の
所
得

が
多
く
な
い
人

3
・
給
与
所
得
者
で
、
昭
和
五
十

年
中
に
退
職
し
、
再
就
職
し
な

か
っ
た
た
め
、
年
末
調
整
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
人
。

国勢調査人口

予想人口の当選者発表

6 0， 9 1 9人

も

ち

っ
き
の

玖

若
者
が
炭
抗
節
な
ど
手
拍
子
に
合

せ
て
、
き
ね
の
音
も
軽
や
か
に
、

つ
き
あ
げ
ま
し
た
。

お
年
寄
も
若
者
に
負
け
て
は
な

ら
じ
と
昔
と

っ
た
き
ね
づ
か
で
一

諸
に
、
つ
く
な
ど
、
で
き
た
て
を
ほ

お
ば
り
な
が
ら
団
員
自
慢
の
演
芸

で
、
な
ご
や
か
な
一
日
で
し
た
。

九
月
十
五
日
発
行
の
市
政
だ
よ

り
で
募
集
し
ま
し
た
昭
和
五
十
年

国
勢
調
査
予
想
人
口
に
、
二
百
四

十
八
通
の
は
が
き
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。そ
の
中
か
ら
十
二
月
に
長
崎
県

統
計
課
発
表
の
集
計
結
果
に
的
中

も
し
く
は
一
番
近
か

っ
た、

次
の

方
々
に
賞
金
と
記
念
品
を
お
渡
し

し
ま
し
た
。

県
発
表
昭
和
五
十
年
国
勢
調
査
大

島

も
ち
つ
き
は
四
回
目
で
す
が
、
一

こ
の
外
.
市
民
清
掃
の
自
に
は
率

一

先
し
て
奉
仕
し
、
ま
た
レ
ク
リ
エ

一

l
シ
ョ
ン
大
会
な
ど
参
加
し
、
団
…

員
の
融
和
と
親
ぼ
く
の
た
め
幅
広

一

い
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

一

慰

問
青

年

団

村
市
人
口

・
六

O
、
九

一
九
人

一
等
六
O
、
九
一
九
人
的
中

並
松
郷

・
芦

塚

義

光

さ
ん

二
等

六

O
、
九

一
七
人
差
二
人

水
田
二
区

・
一
瀬
ユ
ク
エ
さ
ん

同

六

O

、
九

一
五
人
差
四
人

諏
訪
郷

・
鈴

田

健

さ
ん

三
等
六
O
、
九

一
一
人
差
八
人

森
園
郷

・
釜

我

綾

子
さ
ん
ほ

か
九
人
の
方
々

旧
軍
人
に
対
す
る
一
時
恩
給

川
引
き
続
く
実
在
職
年
が
三
年
以

上
七
年
未
満
の
兵
た
る
旧
軍
人

ま
た
は
そ
の
遺
族
に
対
し
一
時

恩
給
、
ま
た
は
一
時
扶
助
料
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

凶
下
士
官
以
上
の
旧
軍
人
に
係
る

一
時
恩
給
、
ま
た
は
一

時
扶
助

料
の
支
給
要
件
の
う
ち

「下
士

官
以
上
と
し
て
の
在
職
年
が
六

カ
月
以
上
」
と
い
う
要
件
を
廃

止
し
ま
す
。

旧
軍
人
の
加
算
年
の
年
額
計
算

へ
の
加
入
要
件
の
緩
相

川
旧
軍
人
等
の
加
算
年
を
普
通
恩

給
の
年
額
計
算
の
日間
礎
在
職
年

に
算
入
す
る
場
合
に
お
け
る
年

齢
要
件
を
緩
和
し
、
六
十
五
歳

以
上
七
十
歳
未
満
の
人
に
つ
い

て
も
こ
の
算
人
措
置
を
及
ぼ
す

乙ム」
一
時
恩
給
、
改
定
請
求
も
そ
の

地
区
の
軍
恩
支
部
を
経
由
し
て

請
求
し
て
下
さ
い
。

支

給

範

囲

の

拡

大

請
求
書
、
関
係
書
類
は
軍
思
支

部
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
市
社
会
課
、
ま
た
は

次
の
軍
恩
支
部
従
員
に
ど
連
絡

下
さ
い
。

三
浦
地
区
田
崎
伝
、
日
泊
郷

一

五
七
六

皿
②
l
七
二
七
八

鈴
田
地
区
村
林
利
美
、
大
里
郷

一
二
七
凪
②
i
七

五

O
一

大
村
地
区
内
藤
三
次
.
前
舟
津

八
八

l
二

皿
②

l
五
五
九
八

与
崎
喜
市
、
前
舟
津
九
一

皿
②
l
五
五
七
四

西
大
村
地
区
松
下
秀
人
、
松
山

郷
二
四

八

皿

①
l
二
七
八
三

竹
松
地
区
船
木
丈
二

、
大
川
田

町
八
六
九
E
①
1

八
五
七
八

福
重
地
区
成
瀬
政
市
、
野
田
郷

四

二

二

E

⑤
l
九
八
二
八

松

原

地

区

川
添
勝
、
四
の
郷
七

四
O

E

@

|

九
二
八
二

萱
瀬
地
区
中
瀬
正
隆
、
並
松
郷

八
七
三
の

一
也
②
|
四
三
一
O
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おおむ

市
民
の
保
養
施
設

『
お
お
む
ら
荘
』

増
築
工
事
完
成

り

増築された 「おおむら荘」全景

市
民
の
保
養
施
設

で
あ
り
ま
す
小
浜
お

お
む
ら
荘
で
は
食
堂

及
び
浴
室
を
増
築
中

で
し
た
が
、
乙
の
程

完
成
し
ま
し
た
。

食
堂
は
厨
房
を
含

め
、
三
五

・
二
六
ぽ

で
十
六
人
が

一
度
に

会
食
で
き
る
よ
う
に

な
っ

て
い
ま
す
。

浴
室
は
、
八

・
二

八
ぱ
で
今
ま
で
の
二

倍
の
広
さ
に
な
り
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
窓
ふ
き
奉
仕
作
業

市政だより

立
正
佼
成
会
諌
早
教
会
、
大
村

諌
早
支
部
(会
員
五
十
四
人
)
で
は

十
二
月
十
四
日
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
窓
ガ
ラ
ス
清
掃
作
業
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
開
館
以
来
、
会
の
青

壮
年
部
及
び
婦
人
部
が

一
緒
に
な

っ
て
「
明
る
い
社
会
ゃつ
く
り
」
の

一
還
と
し
て
毎
年
十
二
月
に
窓
ふ

き
作
業
を
続
け
て
お
ら
れ
、
乙
れ

で
四
回
目
の
奉
仕
作
業
で
す
。

危
険
な
作
業
を
行
っ

て
い
た
だ

き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

(3) 

ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
い
で
保
養
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

工
事
中
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

3匠義I?K義信義智弘I?K長管長管長号ぜ義I?K名号ぜ~

S消防功労者を表彰3
2ち持涼島津島海名令長名号医長智弘骨名~義I?K~

一一消防出初め式一一

一
月
八
日
の
消
防
出
初
め
式
で

永
年
勤
続
者
な
ど
次
の
と
お
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

長
崎
県
知
事
表
彰

(永
年
勤
続
功
労
章
)

開
常
義
、
黒
川
勇
雄
、
渡
海
簿
、

池
田
正
夫
、
福
江
守
、
島
内
健
、

岡
山
忠
、
中
道

一
二
、
坂
元
初
次

回
口
栄
、
坂
田
義
次
、
田
崎
勝
美

山
下
信
夫
、
遠
岳
茂
、
福
田
朝
徳

本
山
茂
俊
、
井
上
信
義
、
森
監
木

長
崎
県
消
防
協
会
長
表
彰

(特
別
有
功
章
)

渡
海
博
、
田
中
賞
、
原
口
与
、
福

田
利
男
、
吉
村
真
人
、
福
江
守
、

け
し
ま
し
た
事
を
お
わ
び
し
ま
す

と
共
に
、
皆
様
方
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

鈴
田
正
、
浜
田
重
美
、
出
口
安
雄

坂
元
初
次
、
田
中
米
吉

(有
功
章
)

原
口
辰
己
、
松
下
邦
博
、
峰
仕
郎

中
島
辰
賓
、
植
木
田
嘉
明
、
福
島

辰
己
、
福
地
充
、
出
口
一

夫
、
松

田
昇
、
吉
田
哲
夫
、
坂
田
義
次
、

樋
口
由
雄
、
小
山
幸

一、

中
島
秋

雄
、
岩
松
静
人
、
中
里
強
、
石
崎

昭
市
、
藤
本
福
見
、
松
永
初
男
、

野
田
徳
男
、
今
里
剛
、
井
石
達
雄

高
木
忠

て

福
井
源
八
、
山
本
慶

治
、
福
田
宝

一
、
寺
道
強
、
福
嶋

房
利
、
梶
原
勝
徳
、
小
川
土
喜
雄

辻
近
治
、
山
中
良
嗣
、
福
田
朝
徳

今
崎
正
昭
、
井
上
信
義
、
岩
本
昭

山
口
栄
、
福
田
勲
、
染
石
義
人
、

中
尾

一
知
、
岳
田
昭
典
、

岩
打
勝

美
、
前
木
勇
、
竹
末
恒
義
、
小
野

望
人
(
三
十
年
精
続
章
)

大
塚
林
太
郎
、
高
野
良
一

、
橋
本

福
松
、
鶴
栄
、
池
田
憲
次
郎
、
鈴

田
正
、
田
川
丈
夫
、
仁
田
勝
俊
、

神
原
隆
芳
、
久
保
敏
視
、
小
森
司

森
琢
磨
、
田
添
良
臣
、
鬼
石
久
雄

山
中
良
嗣
、
今
崎
正
昭
、
岩
本
昭

大
塚
満
雄
、
小
野
望
人

(
二
十
年
精
続
章
)

渡
瀬
五
男
、

一
瀬
近
義
、
峯
正
美

渡
辺
利
喜
夫
、
吉
田
哲
夫
、
尾
上

広
見
、
井
石
達
雄
、
福
井
昭
俊
、

高
木
忠

一
、
岳
尾
信
之
、
福
田
実

平
地
健
吉
、
浦
田

一
良
、
勢
戸
利

春
、
川
田
佐
俊

長
崎
県
消
防
協
会
長
表
彰

市
長
表
彰

(退
職
者
に
対
し
感
謝
状
〉

ふ
I

里
福
治
、
山
口
要
人
、
林
進
、

江
副
茂
幸
、
和
田
清
美
、
城
山
省

己
、
久
保
正
良
、
道
添
栄
次
、
坂

田
喜
男
、
小
玉
永
義
、
上
野
勝
之

富
浦
朗
、
音
琴
藤
雄
、
中
島
保
、

西
千
秋
、
石
本
悟
、
中
村

一
男
、

佐
藤
重
則
、
東
正
平
、
富
浦
節
夫

原
正
夫
、
辻
四
郎
、
相
川
正
己
、

岩
本
稔
、
大
久
保
孝
、
吉
田
高
、

山
口
英
俊
、
中
島
正
敏
、
中
川
利

則
、
森
義
昭
、
前
田
辰
志
、
才
木

昇
、
塩
崎
栄
吉

市
長
表
彰

(
三
十
年
勤
続
章
)

大
塚
林
太
郎
、
高
野
良
一

、
橋
本

福
松
、
鶴
栄
、
池
田
憲
次
郎
、
鈴

田
正
、
田
川
丈
夫
、
仁
田
勝
俊
、

神
原
隆
芳
、
久
保
敏
視
、
小
森
司

森
琢
磨
、
田
添
良
臣
、
鬼
石
久
雄

山
中
良
嗣
、
今
崎
正
昭
、
岩
本
昭

大
塚
満
雄
、
小
野
望
人

(
二
十
五
年
勤
続
章
)

開
常
義
、
黒
川
勇
雄
、
渡
海
博
、

池
田
正
夫
、
福
江
守
、
島
内
健
、

岡
山
中心
、
中
道

一
二
、
坂
元
初
次

回
口
栄
、
坂
田
義
次
、
田
崎
勝
美

山
下
信
夫
、
遠
岳
茂
、
福
田
明
徳

本
山
茂
俊
、
井
上
信
義
、
森
佐
木

(
十
五
年
勤
続
章
)

松
添
正
徳
、
西
武
勉
、
川
村
勝
信

久
必
初
美
、
田
川
幸
雄
、
坂
本
民

雄
、
佐
藤
恒
男
、
高
坂
澄
景
、
平

川
捷
洋
、
高
見
盛
治
、
杉
本
謙
古

溝
島
光
古
、
長
崎
初
海
、
一偶
目
安

雄

(功
労
者
表
彰
)

坂
本
初
次

(消
防
一
家
表
彰
)

池
田
憲
次
郎
、

一
瀬
近
義

市
消
防
団
長
表
彰

(退
団
者
応
対
し
感
謝
状
)

今
里
福
治
、
山
口
要
人
、
林
進
、

江
副
茂
幸
、
和
田
清
美
、
域
山
省

己
、
久
保
正
良
、
道
民
栄
次
、
坂

田
喜
男
、
小
玉
、
水
義
、
上
野
勝
之

富
浦
朗
、
立
日
琴
藤
雄
、
中
島
保
、

西
千
秋
、
石
本
悟
、
中
村
一
男
、

佐
藤
重
則
、
東
正
平
、
富
浦
町
夫

原
正
夫
、
辻
四
郎
、
相
川
正
己
、

岩
本
稔
、
大
久
保
孝
、
吉
田
高
、

山
口
英
俊
、
中
島
正
敏
、
中
川
利

則
、
森
義
昭
、
前
田
辰
志
、
才
木

昇
、
塩
崎
栄
吉

溝
江
正
俊
、
石
川
次
雄
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|日 |診療科目 医院名 |所在地 |電話

1l小児科 |田川小吋武 部 2-側
内科・外科原医院宮小路1I 5-8427 
皮膚 ・性病科 |佐伯医院 武 部 2-4330 
内科・小児科 朝長医院 辻 田 2-3266 
H艮 科楠木眼科 東本町 2-2711 

科 |松尾外科 !日町 123
内 科 |松永内科乾馬場 2-2叩

外科 eJlI門科 山道医 院 並 松 3-2305

29 
整形外科橋 口医院 l竹松本町 5-8739

(4) 

お

し

り

りおおむ

注
射
と
検
診

市政だより

田
原
爆
被
爆
者
の

定
期
健
康
診
断

被
爆
者
定
期
健
康
診
断
が
次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

被
爆
者
定
期
健
康
診
断
は
法
律

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で

必
ず
検
診
を
受
け
て
下
さ
い
。

検
診
期
間
中
ど
う
し
て
も
受
診

曜当番医日2月の

せ

で
き
な
い
人
は
、
国
立
長
崎
中
央

病
院
、
大
村
市
立
病
院
、
国
立
川

棚
病
院
で
そ
の
旨
申
し
出
て
検
診

を
受
け
、
結
果
を
手
帳
に
記
入
し

て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。

対
象
者
に
は
個
人
あ
て
通
知
し

ま
す
。

日
程
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

※
詳
し
く
は
大
村
保
健
所

@
l

一
二

九
三
、
ま
た
は
市
社
会
課

③
|
四
一
一
一
、
内
線
二
二
五
へ

お
問
合
せ
下
さ
い
。

zベilEE日刊!?fEEl-jマ二fj1定例市持館内j地区 |::::

原爆検診日程表圃
妊
婦
教
室

午前9時~午後6時

非す
内 容

iお初か赤お
;でめ 。ちめ

10知っておきたい母と子のための制度|かて やで
2月4日I' 
... O'H  ~ 

-'，-~ ，_. -.r ~ " --，-----""1.>'-
1
けお んと

(第1回)10妊娠中の保健(乳房マッサージの |下産
のう

| 実習)!ささ 様ど
iいれ 子さ

| 。る はい
2月18日10家庭の幸せのために(家族計画) ‘ 人 いま

l は かす
(第3回)10妊娠中の栄養のとり方(貧血食実習)1

、
が

J

1 是 で

診療時間

第
二
回
の
妊
婦
教
室
は
三
月
十
日

(
第
二
水
曜
日
)
に
お
受
け
下
さ
い

ー ご寄付ありがとう

ございました -

圃
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

l健 康相 談 室|

談

談

室

談

談

一

一
相
相
教
相

相

一

尼

見

一

一

一

般

幼

婦

般

幼

一

議

一
日

一
妊

一
乳

妊

一

乳

一

羽
信

「
け
同
ト
I
ll
1
1
1
1
1
--
Il
li
-
-

一

『

4
4

一n
H
u
-

F

劃

一
川

一
談

一

談

一
寸

一
桐

γ

ソ

'

?

ソ
ソ
一

湘

一
mw
一
婦
，

J

ノ
ノ

，
-

僻
一
止
一
妊

一
口
u
口
u
口
u
口
u
口
u
口
u
口
μ

一
''t
、
、
，

nぇ
リ

、
対
リ

n
HU
F
h
υ
門
，
』

一

t
i

j
{
1i

1

1

9

“。
d

q凸

一
同

凡

円

刀

日
μ

円
刀
円
刀
同
刀
日
川

一
9
u
q
ω
o
d
q
A

O
A
。
凸

0
4

:
・司、
l
‘，
、t、』、
t
、i
、t
、t‘

・1
t、
・1
・!
・
!
・!
t
、t、
t
‘t

耳
と
言
葉
の
相
談
日

と

き
毎
月
第

3
土
曜
日

午
後
1
時

I
4時

と
こ
ろ
福
祉
セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉
事
業
へ

田
幸
良
さ
ん
は
亡
養
母
直
マ
ツ
ザ

l
収
益
金
の

一
部
を

金
一

封

さ

ん

の

忌

明

に

ム

西

大
村
青
年
団
(
団
長
今
里
智

ム
赤
佐
古
の
松
下
ム
市
内
森
園
郷
の
永
吉
国

治

さ

ん

明

さ

ん

)

は

チ

ャ
リ
テ
ィ

i
ダ

フ

サ

さ

ん

は

亡

は

亡

母

フ

デ

さ

ん

の

忌

明

に

ン

ス

パ

ー
テ
ィ
ー
の
収
益
金
を

夫
彦
次
さ
ん
の

ム
西
本
町
の
野
固
定
さ
ん
は
亡
母

ム
久
原
団
地
の
戸
島
勝
義
さ
ん
は

忌
明
に

ソ

デ

さ

ん

の

忌

明
に

拾

得

金

の

還
付
金
を

ム
宮
小
路
の
久
保
ム
池
田
郷
の
今
里
熊
雄
さ
ん
は
亡
ム
佐
世
保
市
野
中
町
の
久
田
松
勇

一
誠
さ

ん

は

亡

父

兵
市
さ
ん
の
忌
明
に

さ

ん

は

拾

得

金

の

還
付
金
を

父
福
治
さ
ん
の
ム
中
地
区
公
民
館
グ
ル

ー
プ

(
フ
ム
市
内
匿
名
氏
か
ら

忌

明

に

ラ

ワ

l
、
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

ム
大
村
警
察
署
刑
事
防
犯
課
十
二

ム
古
町
六
区
の
奥

友
の
会
)
は
チ
ャ

リ
テ

ィ
ー
パ

人

会

の

皆

さ

ん

か

ら

今
年
も
元
気
に
過
ご
し
ま
し

ょ

・つ
。健
康
に
関
す
る
相
談
は
、
市
役

所
健
康
相
談
室

へ
気
軽
に
お
で
か

け
下
さ
い
。

日
程
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
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県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

り

九八
常
盤
団
地

V
A
-
-棟
一

種

所
在
地

徳
泉
川
内
郷
字
鬼
塚

一
二
三
番
地
一

構
造
中
層
耐
火
構
造
三
階
建

申
込
資
格

刊
住
宅
に
困
窮
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
で
、

県
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所

を
有
す
る
人

同
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

ょ
う
と
す
る
親
族
(
未
届
の
配

偶
者
若
し
く
は
婚
約
者
を
含

む
)
が
あ
る
こ
と

-
多
家
族
住
宅
六
戸

面
積
六
七
・
八
九
ば

間
取
り

六

畳
、
四
・
五
畳
二
間

三
畳
(
板
張
り
)
四
D
K

家
賃
一
万
七
千
円

敷
金
五
万
一
千
円

申
込
資
格
申
込
人
を
含
め
て
現

に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
五
人
以
上
の

世
帯
↑

2
老
人
向
住
宅
二
戸

面
積
六
七
・
八
九
ば

間
取
六
畳
、
四
・
五
畳
二
間

三
畳
(
板
張
り
)
四
D
K

家
賃
一
万
七
干
円

敷
金
五
万
一
千
円

申
込
資
格
申
込
人
を
含
め
て
同

居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

おおむ市政だより(5) 

す
る
親
族
が
五
人
以
上
で
、
か

つ
そ
の
う
ち
に
申
込
人
ま
た
は

配
偶
者
の
満
六
十
歳
以
上
の
親

ま
た
は
祖
父
母
が
い
る
世
帯

3
母
子
家
庭
住
宅
二
戸

面
積
五
二
・

O
一ば

間
取
六
畳
二
間
(
二

D
K
)

家
賃
一
万
二
千
円

敷
金
三
万
六
千
円

申
込
資
格
配
偶
者
の
な
い
女
子

で
満
二
十
歳
未
満
の
児
童
を
扶

養
し
て
い
る
世
帯

4
少
家
族
住
宅
六
戸

面
積
五
二
・

O
一
ば

間
取
六
畳
二
間
(
二

D
K
)

家
賃
一
万
三
千
円

敷
金
三
万
九
千
円

申
込
資
格
申
込
人
を
含
め
て
現

に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
ょ

.
う
と
す
る
親
族
が
三
人
目
下
の

世
帯

ハ
常
盤
団
地

V
A
I
l棟
二

種

所
在
地
、
構
造
、
申
込
資
格
に

つ
い
て
は
一
種
に
同
じ

5
g
y家
族
住
宅
二
戸

面
積
六
七
・
八
九
而

間
取
六
畳
、
四
・
五
畳
二
間

三
畳
(
板
張
り
)
四
D
K

家
寅
一
万
二
千
五
百
円

敷
金
三
万
七
千
五
百
円

申
込
資
格
前
掲

1
に
同
じ

6
老
人
向
住
宅
二
戸

面
積
六
七
・
八
九
ぽ

間
取
六
畳
、
四
・
五
畳
二
間

三
畳
(
板
張
り
)
四
D
K

家
賃
一
万
二
千
五
百
円

敷
金
三
万
七
千
五
百
円

申
込
資
格
前
掲
2
に
同
じ

7
母
子
家
庭
住
宅
二
戸

面
積
五
二
・

O
一ば

間
取
六
畳
二
間
(
二

D
K
)

家
賃
八
千
円

敷

金

二

万

四
千
円

申
込
資
格
前
掲
3
に
同
じ

8
少
家
族
住
宅
二
戸

面
積
五
二
・

O
一ぽ

間
取
六
畳
二
関
(
二

D
K
)

家
賃
九
千
円

敷
金
二
万
七
千
円

申
込
資
格
前
掲

4
に
同
じ

設
備
関
係

浴

室

台

所

水

洗

便
所
都
市
ガ
ス
全
戸
設
置

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

〈
常
盤
団
地

V
B
・
C
棟

二

種

所

在

地

構

造

県

営

住
宅
に
同

じ
1
一
般
住
宅
二
十
八
戸

申
込
資
格
州
市
内
に
住
所
か
勤
務

場
所
を
有
し
所
定
の
家
賃
及

び
敷
金
を
支
払
う
能
力
を
有
す

る
人
同
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る

親
族
(
未
届
の
配
偶
者
若
し
く

は
婚
約
者
を
含
む
)
が
あ
る
こ

と
面
積
五
五
・
七
七
ば

間
取

六
畳
二
問
、
四
畳
(
板
張

り
)
二
一

K

家
賃
一
万
一
千
円
(
予
定
)

敷

金

三

万
三
千
円
(
予
定
)

2
身
障
者
用
住
宅
(
車
椅
子
使
用

者
用
三
戸
盲
目
者
用
=
戸
)

面
積
五
六
・
七

O
M

間
取
四
・
五
畳
、
六
畳
(
板
張

り
)

家
賃
一
万
一
千
円
(
予
定
)

敷
金
三
万
三
千
円
(
予
定
)

申
込
資
格
入
居
者
若
し
く
は
同

居
者
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
人
で
身
体
障
害
者
手
帳
を
所

持
し
車
梢
子
を
使
用
し
て
い
る

人

入
居
者
若
し
く
は
同
居
者
又
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
人
で
身
体

障
害
者
手
帳
を
所
持
し
全
盲
で

あ
る
人

設
備
関
係

浴

室

台

所

水

洗

便
所
都
市
ガ
ス
全
戸
設
置

口J
h
】

〈
竹
松
ア
パ
ー
ト

V

A
棟
一
種

所
在
地
小
路
口
町
三
二
八
番
地

五
構
造

中
層
耐
火
構
造
四
階
建

一
般
住
宅
二
十
四
戸

面
積
五
九
・
三
二

M

間
取
六
畳
三
間

戸内
一
間
板
張

り
)
一
二

K

設
備
関
係

塔

室

台

所

水

洗

便
所
都
市
ガ
ス
全
戸
設
置

家
賃
一
万
五
千
円
(
予
定
)

敷
金
四
万
五
千
円
(
予
定
)

申
込
資
格
常
盤
団
地
に
同
じ

八
東
諏
訪
ア
パ
ー
ト

V
A
棟
一
種

所

在

地

東
諏
訪
町
六
十
一
番
地

構
造
簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

一
般
住
宅
六
戸

面
積
五
三
・
三
三

d

間
取

六
畳
、
四
・
五
畳
二
間

(三

K
)

家
賃
一
万
五
千
円
(
予
定
)

敷
金
四
万
五
千
円
(
予
定
)

申
込
資
格
1
に
同
じ

八
東
諏
訪
ア
パ
ー
ト

V
B
・
C

D
棟

二

種

所
在
地
構
造

4
に
同
じ

一
般
住
宅
十
八
戸
(
内
各
棟

に
一
戸
計
三
戸
母
子
家
庭
向
住

宅
併
設
)

面

積

五

0
1五
六
ば

間
取
六
畳
、
四
・
玉
置
二
間

(
内
一
間
板
張
り
)
二

D
K

家
賃
一
万
一
干
円
(
予
定
)

三
万
三
千
円
(
予
定
)

敷
金
母
子
家
庭
向

家
賃

一
万
円
(
予
定
)

敷
金
三
万
円
(
予
定
)

設
備
関
係

浴

室

台

所

都

市

ガ
ス
全
戸
設
置
便
所
は
汲
取

り各
ア
パ
ー
ト
共
所
得
に
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
住
宅
申
込
書
添

付
の
注
意
を
ど
覧
下
さ
い
司

住
宅
入
居
申
込
書
受
付

県
営
・
市
営
ア
パ
ー
ト
共

一
月
三
十
一
日
ま
で

抽
選
日
時
二
月
九
日
午
前
九

時
三
十
分

抽
選
場
所

市
役
所
第
一
会
議
室

入
居
予
定
日

県
営
住
宅
三
月
一
日

市
営
住
宅
四
月

一日

入
居
申
込
み
は
一
世
帯
で
二
カ
所

ま
で
で
き
ま
す
。
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ハiA 

ヨ士

フロ

公 ム
売 しい公
大物ま場社
村 件‘す合 の
局 。は 譲
電 売、渡
③話 却承
|加決 認
五 入 定が
五 権 をl 得
二 取ら
五 りれ
番 消な

-
電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
押
え
た
電

話
加
入
権
を
次
の
と
お
り
公
売
し

ま
す
。希
望
者
は
定
刻
ま
で
に
印
鑑
と

買
受
代
金
を
持

っ
て
き
て
下
さ

日
時

場
所

一
月
二
十
七
日

午
前
十
時

市
役
所
第
二
会
議
室

一
般
競
争
入
札

見
積
価
額
の
百
分

の
十

募

集

公
亮
方
沖広

公
売
保
証
金

代
金
納
付
期
限

当
日
即
納

-
保
育
所
入
所
児
童
を

募

集

新
年
度
の
保
育
所
入
所
児
童
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

八
入
所
で
き
る
保
育
所
と
人
員
〉

公
立
保
育
所

池
田
、
竹
松
、
本
町
は
定
員
各

六
十
人
。
中
央
は
定
員
百
八
十

ー
水
道
だ
よ
り

l

家
庭
の
水
道
工
事
を
さ
れ
る
と
き

水
道
の
新
設
、
改
造
、
修
理
な

誠
和
工
業

(松
山
)

ど
の
工
事
は
、
水

道

部

の

指

定

を

E

③

l
一
一
五
一

~
受
け
た
工
事
居
以
外
で
は
で
き
ま
大
博
給
水
(
西
三
城
)

V

せ

ん

o

E

②

I
二
五
六
四

V

工
事
の
お
申
込
は
、
必
ず
水
道
高
瀬
建
設

(下
波
戸
)

山
部
の
指
定
水
道
工
事
庖
へ

し
ま
し

r
E
③
l
三

一一ニ

一

〈
ょ

う

。

明

和

工

業

(
片
町
)

ん
協
和
水
道

(
乾
馬
場

)

E

②
|
六
五

一
一

~

E

@
l
五

二
ハ
一

竹
松
設
備

(原
口
)

人
。
三
域
は
定
員
百
二
十
人
。

私
立
保
育
園

萱
瀬
、
妙
宣
寺
、
久
原
、
一ニ浦

松
原
、
わ
か
ば
、
常
盤
、
実
天

宮
、
新
城
、
か
た
ま
ち
、
諏
訪

は
定
員
各
六
十
人
。

植
松
は
、

定
員
百
二
十
人
。

注

新
城
、
か
た
ま
ち
、
諏
訪
保

育
園
は
四
月

一
日
開
設
予
定
。

@

桜
馬
場
保
育
園
は
十
月

一
日

開
設
予
定
。

八
入
所
で
き
る
基
準
〉

保
育
に
欠
け
る
児
童

受
付
期
限

二
月
十
日

提
出
先

福
祉
事
務
所

申
請
書
は
福
祉
事
務
所
と
各
保

育
所
に
あ
り
ま
す
。

注

新
城
、
か
た
ま
ち、

諏
訪
、

正
真
工
業

片
E 町 E
③)⑤  

/¥ ー一

一五
o 

、，、w戸、d崎、，、園p、~、d肉、，、

西
日
本
設
備

(
原
口
)

血
⑤
1
八
三
七
二

桜
馬
場
保
育
園
希
望
者
は
、
入

所
申
請
書
を
福
祉
事
務
所
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
福
祉
事
務
所
へ
。

園
口
之
津
海
員
学
校

生
徒
を
募
集

受
験
資
格

昭
和
三
十
二
年
四
月

一
一
日
か
ら
昭
和
三
十
六
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
れ
た
人
で
中
学

校
卒
業
以
上
の
人

願
書
の
受
付
期
限

二
月
七
日

出
願
手
続

志
願
者
は
次
の
も
の

を
ま
と
め
て
出
身
学
校
長
か
ら

本
校

へ
送

っ
て
も
ら
う
こ
と
。

入
学
願
書
、
身
体
検
査
証
、
調

査
書
、
戸
籍
謄
本
、
写
真
、
受

験
票
の
送
付
用
封
筒

問
合
せ

南
高
来
郡
口
之
津
町

国
立
口
之
津
海
員
学
校

E
O
九
五
七
八
六
!
二
一

五
一

ス

ポ

ツ

-
ジ
ュ
ニ
ア
・

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

日
時
ジ
ュニ

ア
の
部

一
月
十
八
日

町

ミ
ニ
の
部

W

L
一月
七
日
午
後
二
時
三
十
分

w

二
月
八
日

午
前
九
時

川

場
所

市
民
体
育
館

内

午
前
九
時

圃
少
年
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
成
績

里
子
の
部

優

勝

蔭

平

準
優
勝

上
久
原

コ一
位
土
小
路
、
玖
島

女
子
の
部

優

勝

諏

訪

準
優
勝

後
木
場

三

位

三

域

第

て

武
部

そ

の

他

-
償
却
資
産
の
申
告
は

お
済
み
で
す
か

償
却
資
産
の
申
告
は

一
月
二
十

ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
ま
だ

お
済
み
で
な
い
人
は
早
自
に
申
告

し
て
下
さ
い
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資

産
は

一
月
一
日
号
市
政
だ
よ
り
に

掲
載
の
と
お
り
で
す
。

申
告
に
つ
い
て
詳
し
く
は
課
税

課

へ
お
尋
ね
下
さ
い。

郵
便
局
の

「
財
形
貯
蓄
」

1
月
か
ら
取
扱
開
始

財
形
貯
蓄
は
勤
労
者
の
財
産

づ
く
り
、

マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
り

を
促
進
す
る
た
め
の
貯
蓄
制
度

で
、
利
子
非
課
税
の
ほ
か
、
税

金
や
住
宅
資
金
融
資
な
ど
の
面

で
数
々
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

て

財
形
貯
蓄
郵
便
貯
金

次
の
特
約
を
付
し
た
定
額
貯

金
で
取
扱
い
ま
す
。

》
川
三
年
以
上
定
期
的
に
預
入
す

る
乙
ム
」

凶
預
入
し
た
日
か
ら
一
年
間
は

払
戻
し、

譲
渡
し
な
い
乙
と

凶
事
業
主
が
給
与
か
ら
天
引
き

し
預
金
者
に
代
っ
て
預
入
す

ヲ。。
一一
、
財
形
貯
蓄
保
険

保
険
期
間
五
年
、
七
年
、
十

年
の
三
種
類

保
険
金

二
十
万
円
以
上
五
百

万
円
ま
で

掛
金

千
円
の
倍
数
で
月
掛
、

七
年
、
十
年
は
半
年
掛
も
あ

加
六入る
十で
歳き
以る
下人
の
勤 十
労五
者 歳
以
上
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